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例文中の傍線部を和訳しなさい

▼例文 ▼現代語訳

1 201 達人でない者は、人の技芸をほめるのも少しよういすべきである。 1

2 204 もしも悩みごとがなのめなる身なら、楽しくこの世を過ごせるのに。 2

3 220 正式な学問は少しもまねび知らぬので、質問のしようもない。 3

4 205 女はその男のことをあだなりと聞いていたので、求婚に応じない。 4

5 202 あなたの渡る川が増水したのは、おくれて流す私の涙のせいです。 5

6 219 親に引き裂かれた男と女は、まだ若いのですまふ力がない。 6

7 209 上手の中に交じり、笑われてもつれなく芸に励む人は上達する。 7

8 223 吹くと草木を荒らしてしまうので、むべ山風を嵐と言うのだろう。 8

9 205 絹を出す蚕も蝶になってしまうとあだになるものだ。 9

10 226 人に頼まれるとけやけく拒否できず、気弱に引き受けてしまう。 10

11 229 かまへて推薦者としての私の面目が立つようなよい歌を詠めよ。 11

12 212 忍び通いなので、殿は衣装だけでなく御車もやつしなさる。 12

13 228 出て行く男を引き止めようとするが、止めるによしなし。 13

14 217 前世の罪の報いを知らず、観音仏にかこち申し上げる。 14

15 220 鸚鵡は興味深い。人の言う言葉をまねぶそうだ。 15

16 213 この港は偶然にも故郷と同名だ。なにしおへば波まで懐かしい。 16

17 221 帝の右大臣への御おぼえは格別で、左大臣は不快に思われた。 17

18 201 顔かたちもすばらしく、よういもあり、非の打ちどころがない。 18

19 211 ふたりは、趣ある古い品と興ある新しい品をかたみに取り交わす。 19

20 229 明日の月見の宵には、かまへて来ていただきたい。 20

21 216 この世のほだしを持たぬ出家人でも、俗世に少しの未練はある。 21

22 210 宮中で行事のある日は、警護の供人までがえんなる装束である。 22

23 222 修験者が一心に祈るけれど、物の怪はこはくて立ち去らない。 23

24 207 せちに結婚したかったので、女をさらって山奥で暮らした。 24

25 218 手紙の言葉遣いのなめき人は、たいへんいやなものである。 25
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26 228 手紙を出したが、読まないよしのみ返事があった。 26

27 215 悪政による凍えや飢えがある限り、とがの者が絶えるはずがない。 27

28 203 人を待つ気持ちはつらいから、女の待つ家へはかれずに通う。 28

29 227 寝たふりをしているのに、そばの者がいぎたなしと揺り起こす。 29

30 230 同じ年、乳母に続いて姫君もはかなくなりました。 30

31 204 天皇はその人をなのめに思われ、褒美に土地をお与えになった。 31

32 221 この歌を作ってから、彼女の歌人としてのおぼえが出てきた。 32

33 228 神社というものは建物も木立もよしある様子で神々しい。 33

34 230 恋しい女をそばにおいて、はかなき言葉など言わせて聞きたい。 34

35 206 その年の春は、さはることがあって花見に行けなかった。 35

36 229 宮仕えをする者は、かまへて主君の御心に逆らうな。 36

37 214 いつしか梅よ咲いてほしい。梅の咲くころ母が来ると言ったから。 37

38 225 あまりたびたび会って満足しすぎるのはまさなきことだ。 38

39 224 女は若いので、手紙もをさをさしからず、言葉遣いも知らない。 39

40 208 「私が死んだらお前も海に入って死ね」と娘に言いおきつ。 40


